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                          ２０１２年１月３１日 

オムロン基金プロジェクトによる研究プロジェクト申請書 

 

                         申請者 

                           所属 ビジネス研究科 

                           氏名 近藤まり    

 

１ 研究プ

ロジェ

クト名 

グローバル時代における企業のＳＲとビジネススクール教育の新展開を

求めて：（初年度事業として）（グローバルコンパクトを中心とし）日本・

関西・京都からの国際的発信力の強化を目的とした、研究・教育のための

企業連携、国際連携の構築 

２ 研究メ

ンバー 

 

※ビジネス

研 究 科

教 員 以

外 の 者

に つ い

ては、所

属 先 も

記入し、

履 歴

書・業績

書 を 添

付 す る

こと。 

 近藤まり（プロジェクト代表） 

 ＤＢＳ内チームメンバー：  

    村山祐三、藤原浩一、アンディー・ステープル 

 学外メンバー：宮本武（グローバルコンパクトジャパンネットワーク

事務局長） 

---- 

 その他企業メンバーに関しては、未定。（2月3日グローバルコンパク

ト関西分化会等で調整の予定。） 

 

（海外メンバー） 

 Daniel’s College of Business, University of Denver 

Cindi Fukami, Bruce Hutton  (Former Dean) 

 Asian Institute of Management 

Francisco Roman, Maya Herrera 、Ricky Lim (Dean), Edelwardo De 

Jesus (President) 

---- 

 Aart University (Finland) – Tentative 

 University of Tubingen (Germany) - Tentative 

     

３ 研究の

背景と目的 

 

 

【背景】 

本プロジェクトの背景としては、以下のものがある。 

① グローバル化の中で多国籍企業等の活動が活発化し、またグローバル

化の「影」も問題になる中、グローバルコンパクト（以下ＧＣ）は国連の

事務総長のイニシアティブのもとに、主に民間企業を巻き込む動きとして

始められた。経営の10原則（環境、労働、人件、腐敗防止など）を推進

する。日本企業も現在、300社以上がグローバルコンパクトジャパンネッ

トワーク（ＧＣJＮ）に参加しており、分科会活動も盛んである。今後は、

活発な活動や日本のＣＳＲ独自の知恵を明文化し、国際的に発信していく
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ことにより、日本ならではの貢献ができるだろうと言われている。 

② 2011 年、同志社大学はグローバルコンパクトに参加。日本の大規模

総合大学としては一番乗りをあげた。大学の参加を受け、同志社大学のア

カデミックな面からの貢献が、期待されている。しかし、現状では大学が

ＧＣメンバーとなって企業とどうタグを組んでいくかのモデルは存在し

ていない。そこで、今後、大学―企業連携を深め、また、同志社大学（特

にビジネススクールが）どういう形の貢献ができるのかを探っていく必要

がある。 

③ 一方、国際的なトレンドとして、ビジネススクールの教育に、ビジネ

スの社会的責任を盛り込む方向に焦点が当たっている。その一例として、

グローバルコンパクトの姉妹プロジェクトとして、国連主導の「責任ある

マネジメント教育原則」（Principle of Responsible Management 

Education）があり、世界中の多くのビジネススクールが参加している。

今後、いかにＳＲの教育をしていくのかが、ＤＢＳも含めて日本のビジネ

ススクールに課された課題である。ＤＢＳは、そのミッションからもＰＲ

ＥＭ参加に向け、文書の整備を行っており、この分野のさらなる強化をめ

ざしている。 

④ アメリカにおいて、デンバー大学のビジネススクールは、極めてＳＲ

にフォーカスをあてたハイレベルの教育をしているということで特色を

もつ。世界的にも、各種のビジネススクール教育・研究の指標において、

この分野ではトップにランク付けされている。デンバー大の上記2名の研

究者は、ビジネス教育の分野で、特に、有名である。Ｆｕｋａｍｉは2011

年に来日し、下記ＡＩＭの Roman, Herrera、ＤＢＳの近藤とともに、国

際会議でのビジネススクール教育に関する発表を行い、また、ＤＢＳでも

国際セミナーを行った。このような活動に裏打ちされ、今後の協力を視野

に、現在、ＤＢＳは、デンバー大ビジネススクールと提携を結ぶべく、担

当者が来日するなど、話し合いが進行している。 

⑤ アジアにおいて、Asian Institute of Management（ＡＩＭ）は、Asian 

CSR Forum （アジア最大のＣＳＲ会議、10年間にわたりアジア各国で毎

年開催）を主宰している。上記4名のうち、RomanとHerreraは、この分

野のリードファカルティである。また、DeJesus(President)は、フィリピ

ンの元高等教育担当大臣であり、アジア大学学長会の会長を務め、

Lim(Dean)は、2012年度アジア太平洋のビジネススクール連盟の副会長を

務めるなど、両者はアジアにおけるビジネススクール教育の動向に詳し

い。 

⑥ また、ＡＩＭと近藤の間では、ＡＩＭの所蔵するアジア各国のＣＳＲ

事例をデーターベースとして整備し、ＤＢＳのウェブにあげて、日本企業

の役にも立てるというプロジェクトの合意ができている。 

⑦ アールト大学は、教育世界一として名高いフィンランドのトップ大学

であり、ヨーロッパの中でも、きわめてレベルの高い大学である。2012
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年上半期には、ＤＢＳと学生交換の提携を結ぶ予定である。この大学はデ

ザインとビジネスを結び付ける学科をもち、そこでは新しい社会のデザイ

ンをも含む研究をしている。このような分野での、今後の研究の可能性を

話に、リサーチディレクターが12年4月に京都へ来ることになっている。 

⑧ ドイツのトップ大学であるチュービンゲン大学とも、ＤＢＳは提携を

結ぶ予定で基本合意されている。この大学では現在ビジネス倫理のセンタ

ーを立ち上げる予定で、2012 年度内に、両校の研究協力へ向けての話し

合いをすることになっている。 

 

【目的】 

上記のような背景から、本プロジェクトは以下の目的で行う。 

① ＧＣＪＮとの連携を図り、ビジネススクールとして、企業との連携を

深めるとともに、長期的に大学メンバーとして果たせる役割（研究、教育

など）を模索する。 

② ①の活動を通じて、日本を中心としたＣＳＲの最新動向についての整

理、研究を行う。 

③ 日本国内、そして、海外において、学会や国際会議を通じて、研究者、

企業・実務家への発信を行う。（京都、アジア、欧米） 

④ アジアのＣＳＲのデーターベースを整理し、日本とアジアを結ぶ。 

⑤ ＧＣやＰＲＥＭの精神にのっとったビジネス教育についての方法を

研究する。また、そのための、国際的ネットワークを構築する。 

⑥ 上記活動を通して、同志社大学ビジネススクールが、日本における国

際的ＳＲ教育の一拠点として成長するための組織的、また知的な基盤を築

く。 

 

４ 研究計

画 

 

 

 

 

①ＧＣおよび企業連携等の枠組みの検討 （2月3日を皮切りに予備調査） 

②他大学（欧米、アジア）との話し合い、ＳＲ研究、教育法に関しての連

携の模索、とりまとめ 

③資料収集 

④分析：日本のＣＳＲ 

⑤分析：アジアのＣＳＲ比較等 

⑥論文の執筆（④、⑤） 

⑦ＡＩＭの主催するアジアＣＳＲフォーラムの参加・発表 

⑧国際学会参加・発表 

⑨国内でのグローバルコンパクトを中心とした、企業・大学連携シンポジ

ウム等の開催 

⑩ビジネススクールＳＲ教育・研究に関する国際的ネットワーク構築 

⑪ビジネススクールＳＲ教育に関する共同論文の作成 
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５ 期待さ

れる成

果 

① 日本を中心とするＣＳＲの最新動向に関する整理。アジア、欧米との

比較、位置づけ。（国際的発信力をもつ学術論文の作成） 

② グローバルコンパクトを中心とする企業と大学（教育）面での連携の

モデル作り。（日本のビジネススクールとして最先端を走る） 

③ 今後の研究・教育・企業への還元を目的とした日、欧米、アジアを結

ぶ世界的連携の構築。 

④ ＤＢＳ全体の研究力、教育力、社会貢献力の高上。国際的競争力の獲

得。 

 

６ 研究成

果の発

表方法 

 

① グローバルコンパクト参加企業を中心に、主に日本企業（または日本

との比較の視点から切り取ったアジア）のＣＳＲの最新動向を研究し、論

文ないしはモノグラフとして、英文でまとめ、発表できるものを作る。本

プロジェクトは、初年度ということで、とりあえずは、国際学会で発表で

きるものを作ることを目指す。 

 日本独自のＣＳＲの到達点の整理。 

 国際学会での発表。 

 論文の発表。（例えば2013年にRoutledge発行予定のCSR in Asia

への寄稿等。） 

② Asian Institute of Managementが主催するAsian CSR Forum （ア

ジア最大のＣＳＲ会議、10 年間にわたりアジア各国で毎年開催）におい

て、日本のＣＳＲとしての発信を行う。 

日本国内だけではなく広くアジアの学者、実務家、政府関係者へ向

けての発信、研究の還元。日本のプレゼンスを高める。 

③ グローバルコンパクトと大学（ビジネススクール）の連携プロジェク

トとして、シンポジウムを行う。 

日本企業や社会への国際的最先端の知識を連携により提供。 

（例えばノルウェーのアアルト大学との連携から新しい社会デザイン

のビジネスモデル構築技法や、アジアのＣＳＲ事情などの知識を日本

企業へ共有など） 

④ ＳＲビジネス教育法について、日（ＤＢＳ）－アジア（ＡＩＭ）－米

（デンバー）－欧（Aart, Tubingen）を結ぶような活動を行うためのコミ

ュニケーションを行い、なんらかの形で発表する。（セミナー、ジョイン

トペーパーなどの形が考えられる。現在、デンバー、ＡＩＭ、ＤＢＳでは、

Academy Management Learning and Education誌へのジョイントの論文発

表が構想されている。） 

→ＤＢＳを中核に欧米アジアを結ぶ世界的ネットワークの構築。今後

の研究、教育の基礎となる。 

⑤ 大学の国際連携による貢献として、AIMの協力のもとアジアのＣＳＲ

事例のデータベース整理を行い、日本企業がアジアや発展途上国でＣＳＲ

活動を行っていく際の参考にできるものとする。 



5 

 

->日本企業・社会への貢献。（特に日本企業の新興国シフトが高まる中、

重要な情報となる。） 

（参考） ＤＢＳ教員の協力に関して 

本プロジェクトは、日本語ＭＢＡを担当する２名の教員とグローバルＭＢ

Ａを担当する２名の教員のメンバーで行う。 日本語ＭＢＡとグローバル

ＭＢＡの教員の混成チームで、国際連携、企業連携を図ることにより、Ｄ

ＢＳ全体の研究力、教育力、そして国内、国際的プレゼンスを強化しよう

と試みるものである。 

 

 

 

 


